
通話装置付検索口ーフの開発について

1. はじめに

近年災害は都市構造の多様化にともない，災害も複

雑化し検索や救助活動の際の危険度が増加するにした

がって，隊員の安全管理が強く要望されている。しか

し現実の濃煙内における検索活動や，隠道内等での救

助作業においては外部との連絡手段も持たす.にロープ

一本に命をたくして活動を行っているため，隊員の安

全管理は必す.しも充分とは言えず，内部の状況の連絡

も遅れるため，警防活動にもそごをきたす恐れがあ

る。これらの問題を解決するため，ロープ内に電線を

通し，検索ロープとして使用できるとともに通話装置

の有線としても使用できる通話装置付検索ロープを開

発したので報告する。

2. 構造

この通話装置付検索ロープは，検索活動時は検索ロ

ープと通話装鐙として使用でき，無線が使用できない

場所における救助活動時には通話装置として使用する

もので，通話装置，ロープ及びロープ巻取機から構成

されている。通話装置はインターホン方式を採用し，

子機と親機からなっている。子機及び親機にはイヤホ

ーンマイクがセットでき，このイヤホーンマイクによ

り，プレストーグ操作を省略でき，手を使用すること

なく通話が可能である。ロープは編打構造とし，中心

に電線を通し検索ロープ及び通話装置の有線をかねて

使用出来るようにした。これらの構成部の構造及び機

構の詳細は，次のとおりである。

(1)親機

親機は屋外等にいる隊員が使用するもので，写真一

lのように本体， リモートコントロールスイッチ及び

イヤホーンマイクから構成されている。本体内部には
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図-1のように電源充電回路，スピーカ一回路，送受

話回路及び非常呼出回路が組込まれ，電源充電回路は

本体に電源を供給するとともに，内蔵された Nicd電

池に充電するための回路である。スピーカ一回路は外

部に音戸を出すための回路で，二人以上で聞く場合に

使用する。非常呼出し回路は親機側が送話中，子機側

で緊急に送話する必要がある場合，信号により親機側

に知らせる回路である。本体前面の装作盤には写真一

2のように，送受話切換スイッチ，スピーカースイッ

チ，パッテリーインジケーター，送受話確認灯，充電

確認灯， リモコンスイッチジャック及びイヤホーンマ

写真一 1

写真一2

ー
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図-1 親機回路図

イクジャッタが配絞され，本体上税にはスピ。一白白Iカ及お

側面には充電コード接続ジャック及び巻取機と親機と

の接続を行札接絞電線刀ネグタ…が設けられてい

る。

(2) 子機

子機は屋内進入する消防隊員が使用するため，消防

活動の負担込ならないよう回路等法親機内に組込み，

子機内には図ー2めように音声な増幅するための回路

だけを入れ，小型，軽量にし，身体のどの部分にも取

付けられるようにした。まずこ子機iこは不潔-めよ

に非字詰呼出スイッチ及びイヤホーンマイクジャックが
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写真一3

(3) イヤホーンマイク

イヤホーンワイグは写災一4のように普通のイヤホ

ーンと同ーの形状をしているが，これにより送信及び

っている。熱帯で発せられ芦道

で共鳴を受けた音戸が，骨道を経て外耳道内に音圧を

じ れたイヤホ一白ンマイクで

( 79 ) 



写真-4

表-1 ローヅ挿入用電線規格及び成績

項 目

条 長 (m)

導cn/km体 a抵t20'C) 抗

絶縁抵抗
(Mn/k皿 at20'C 最

絶
(D 縁C V耐/分間〉力

構 成

外 径

遮
厚

絶
(P奪C)体

さ

蔽
外 径

付

遮 蔽 素線径
通

信 〈錫めっき軟銅線〕 持 数

線
ピッチ

2.む PVC 
厚さ 約0.3

被覆

(mm) 
外 s哩ユ

介 パイレシコード(1本) 外 径

在 E P 紐 (5本) /1 

撚 合 せ /1 

PVC外被
約0.4

(黒)

(mm) 
仕 上 外 径

電気信号に変換し送話する機構となっている。

(4) ロープ

ロープは図ー3のように中心に電線を入れ，周囲を

32編打のテトロンロープで包んだ構造になっている。

電線は中心にナイロンコードを入れ，その周囲にポリ

エチレンコード及びシールド電線2本をスパイラルに

巻き，ロープの材質であるテトロンの伸びと同一にす

るようにし，ロープの強度を強くしてある。またその

外周はビニールにより絶縁してある。ロープ両端には

コネクター及びカラピナが取付けられ，子機及びロー

プ巻取機と接続できるようになっている。ロープに使

用した材料及び各種強度は表ー Iのとおりである。

(5) ロープ巻取機

ロープ巻取機はロープを収容し搬送を楽にするため

のもので，写真一 5のような形状をしている。巻取ド

ラムセンターには回転コネグターが取付けられ， ドラ

規 格 成 績

230 

約97 70.65 

50以上 1. 400 

1∞/1 良

7/0.23::1::0.∞8 7/0. 225-0. 230 

0.69 

約0.25 0.25 

1.18 

0.12::1::0.∞8 0.117-0.123 

32 

22.0 

平均 0.26 

最小 0.25 

1. 95 

3.03 

1. 90-1. 95 

6.6 

0.56 

0.51 

7.8 

(回〉



ムの回転による親機接続コードのねじれを防止してい

る。このドラムにより50mまでのロープの巻取ができ

る。

図 -3 ロープの構造
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写真-5

3. 諸元，性能

(1) 電源 DC12V (充電中使用可能〉

(勧出力 親機イヤホーン 95dB:l:10dBdt/kr/z 

スピーカー 0.8W (lKHzLood: 100) 

子機イヤホーン 9.5dB土 10dB

(3) 消費電流送話 100mA 

受話 60mA 

(4) 使用時間 4時間

(5) パヴテリー N-3 U1.2VIO本 450mA h 

充電45mAで14~16時間

(6) 重量 親機 2kg 

子機 O目 5kg

ロープ 7.5kg(巻取機含む〉

(7)ロープ強度 静荷重 1，0∞kg

4. 取扱い方法

(1)組立

ア.ロープの片方のコネクターを子機のコネクターと

接続する。

イ 接続電線コネクターを親機側面に設けたコネクタ

←及び巻取機回転コネクタ一部に接続する。

ウ目イヤホーンマイクを子機及び親機のジャックに差

し込む。

エ.親機側の送受話切換を手元で行う場合は， リモー

トコントロ-)レジャックtこリモートロントローノレス

イッチを差し込む。

(2) 通話

ア.電源充電切換スイッチをNORMAL側に倒し，

電源を入れる。

イ.バッテリーインジケーターの赤線が，赤色範囲内

にあるか確認する。

ウ.イヤホーンマイクを外耳道内に差し込む。

エ回送話 (TA LK)及び受話 (RECEIVE)調

整ツマミを調整し，適正な音量位置に設定する。

オ.親機側から子機側へ送話する場合は，送受話切換

スイッチをT(送話〉側に倒すか，またはリモート

コントロールスイッチのボタンを押しながら送話す

る。

カ.子機側から親機側へ送話する場合は，子機側はな

んらの操作も必要ないが，親機側は送受話切換スイ

ッチがR (受話〉の位置にあるか，またはリモート

コントロールスイッチボタンから指をはなすこと。

なお親機側でスピーカーを用いて聞く場合は，スピ

ーカースイッチ (SP)をON側に倒すこと。

(3) 非常呼出し

ア.親機側から子機側へ送話中，子機側で緊急に送話

する必要がある場合，子機本体側面に設けてある非

常呼出しスイッチを押し，親機側からの送話が中断

したのを確認してから送話する。

イ.親機側はブザーの鳴動を確認した場合，送話を中

止し，送受話切換スイ y チをR側に戻すか，リモー

トコシトロールスイッチから指をはなす。

( &1 ) 



表-2 ロープ挿入用電線及び材料の物理特性試験

試項 験目 音壁|秤J11取引標潤隔|品 名 結 果

ヲ| l 5∞ 100 250 | 用ロ電ー線プ挿入 I荷重120勾にてケー 7・ル外被切断

張
2 11 

" 強

度 3 11 

" 

ii 
l 250 " 
2 " " 

ヲ|
1 " " 

張 1 " " 
強 1 " " 
度

1 " " 
褒-3 ロープ試験成績

項 目 規格|成績

ストランド数

径 11 11. 2 

長 国 日

重 6.3 

引張強さ(匂) I 1，鈎O

伸 ぴ ω! 15 

[必充電

7. 電源充電切換スイッチをNORMAL側に倒した

時，パッテリーイ γジケーターの赤線が赤色範囲よ

りはずれている場合は充電を行う。

イ.充電ヨードを農機側面に設けてある充電ヨードコ

ネグター及びAC100Vのコンセントに差し込む。

ウ.電源充電切換スイッチを充電 (CHAGE)側に

倒し，充電確認灯が点灯したのを確認し， 14時間か

ら16時間充電する。なお充電しながら使用は可能で

ある。

(5) 注 意

" " |荷車30胤て遮蔽付制御心切断

11 11 |帽142匂にて遮問御心切断

" " 
l荷重遮硲刷付制の繰返して23困問咽
で 御心切断

" " 
荷重 80kgの繰返しで 150固まで異常
なし

" PE紐4本 12.5kgで切断

" PVC外被 20.0 " 
" 

，ミイレンコ 92・5 " ード

" |遮蔽付制御心 33.8 " 

(回)

ア.送話及び受話音量調整ツマミにより音量を調整す

る場合には，ポリームを小さい方から徐4に大きい

方へ回して調整すること。

イ.送話をする場合は，イヤホーγマイ Pを確実に耳

の中に入れてから送話すること。

ウ.この通話装置は片側通話のため，親機側は送話を

終了したら，送受話切換スイタチをR側にかならず

戻すか， リモート::1:(トロールスイヲチのボタンか

ら指を確実にはなすこと.

5. おわ り に

今回開発した通話装置付検索ロープは，主として濃

煙内の検索活動や救助活動を行う場合に使用すること

を目的として開発したものであるが，その他にも地下

街等の無線が使用出来ない場所，深井戸等の救助作業

及び無線がふくそうした場合における連絡など多くの

用途に使用出来る利点がある。当初救助ロープとして

も使用出来るようにしたため畿ロープの重量が若干重

くなっているが，通話装置!i浅いてのみ使用する場合に

は，重量を軽減することは可能であり，今後使用目的

を踏まえてロープの改良を進めていきたい。

鴨幽明."'宙局傷&ム
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